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富山市東岩瀬曳山の漆塗の修理
蟻 川 彰 ･ 林 噴1)
(平成12年6月15日受理)
要 旨
富山市東岩瀬､ 浦町の 曳山の 漆塗り直し工程の 記録で ある｡ 高欄部分の 下地は蒔地技法, シ ナ台部
分の 下地 は本聖地塗り技法で行 っ た ｡ また , 両部分とも塗立 て仕上げと した ｡
キ ー ワ ー ド
漆塗り修理 ､ 曳山
1 . 緒 言
富山県 にはたくさん の 曳山がある｡ 高岡の
御車山は起 こりもはやく, 高岡 の 工芸技術の
粋が集約されたもので ある｡ こ の ほか にも県
内にはかなりの 曳山があり, そ の多くは春祭
りに曳き出される｡長く雪深 い 冬があけると,
春 の喜び を込 めて祭りが行われ る｡
平成11年, 東岩瀬浦町の 曳山の 漆塗り替え
が行われ るこ とになり, 高岡市の漆工芸家(伝
統工芸士 ･ 日本工芸会正会員) 内島正雄氏か
ら技術的ア ドバイ ス及び協力の依頼が本学に
あり , 平成11年度の 開放セ ンタ ー の コ ン サル
テ ー シ ョ ン (技術相談)の 一 件と して , 本文
著者 の林が受付者となり漆塗り直し作業が行
われ た｡
東岩瀬の曳山祭りは現在は 5月17日, 18日
に行われて いる ｡ その 沿革は定かで なく , 万
治元年(1658), 神通川 の洪水で河道が東に移
り, 酉岩瀬 の住民も東に移り, 翌 2年, 西岩
瀬諏訪神社の御神体を東岩瀬 - 遷 し, ｢カネヤ
の 宮｣ - 報 っ た｡ そ の際, 社の 用材を井桁に
積み上 げて , 幾台も の車が御神体 の後方に続
い た の がは じまりで ある とする説と寛政4年
(1792) に東岩瀬の大火により山車を消失,
寛政8年 (1796) 暗燈 (行灯) 山に改めて ,
山車 の頂上に壱万灯 , そ の上に御幣を頂い て
曳く曳山車がはじまりとする説がある1)｡今回
修理 した曳山は東岩瀬に現在14基 (平成3年
に赤田町が新調) あるうちの 一 つ 浦町 (入船
町と萩浦町共有) の 曳山である｡
2 . 浦町の曳山
浦町 の曳山は古く , 明治34年には曳き回 し
の記録が 残っ て い る1)｡ 文献2)に は , 現在の 曳
山は昭和46年の作成, そ の備考欄には格子が
昭和23年, 高欄は 昭和52年の記録があり, 高
欄はこ の年に塗り直され たも の と思われる｡
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3 . 曳山の構造
岩瀬の 曳山はけんかと3段の たてもん, 判
じ絵が特徴とされ , たてもんな大変重要視さ
れきた ｡ たて もんは高いため重心 を低くする
必 要があり, 富山県の他の 曳山と異な っ た構
造とな っ て い る3)4)5)｡ 代表的な構造と各部の
名称を図1 に示す｡
3.1 高欄 ･ シナ台 (ひ な台)
高欄 ･ シナ台は曳山の中で 一 番きらびやか
な部分で ある｡ 漆が塗られ , 彫刻欄間や装飾
金具がほ どこされ て い る｡ シナ台は, 普通5
段ぐらい で あるが, 段数が増えるほ ど曳山が
豪華になる の で , 修理や新調 の 際に1 - 3段
ずつ 増やされる ことが多い ｡ 平成2年新調 の
福来町 の曳山には , これまでになか っ た組み
物が取り入れられ , 豪華さを増して い る｡ 浦
町の シナ台は6段あり , 上から1段, 2段と
数えられ 6段全部が漆塗りで , 6段全部に飾
り金具が取り付けられ , 4段目は彫刻欄間入
りである｡ 今回の修理 は, この 高欄部分とシ
ナ台6段 の飾り金具を外 して の 漆塗り直しで
ある｡
3.2 格 子
格子 は昔, 大きなたてもんを支え, 安定さ
せるための石 を入れるもの であ っ た｡ そ の形
態がその まま残り, そ の後はこ の中に人がは
い りお磯子の演奏がなされたり した｡ また,
曳山中に必要な諸道具入れ として も使われて
い る｡
3.3 梶 棒
梶棒は曳山を曳く とき押す棒である｡ 曳き
合い の時は , 曳山が助走をつ けて ぶ つ かるの
で , そ の シ ョ ッ クをまともに受ける のが梶棒
である｡ 頑丈なものが要求され る｡
3.4 よこ もん (三間もん)
横もんは梶棒を支え, また曳き合い で曳山
同士がぶ つ か っ た時に, 反台の端の部分を痛
めない ようになっ て い る｡
3
1
.5 反台 (そり台)
この 部分を反らせて い るのは, 曳き合い を
した時に相手 の曳山の下に入るためと, 体裁
の ためとある2)｡ 現在, 反 っ てレ1るのは浦町の
曳山のみである｡
/
一 雪洞
. - シナ台 (ひなだい)
図1 山車の名称
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3.6 ガ ワ
ガ ワとは曳山の 車輪の こ とで ある｡ 岩瀬の
曳山は全て 内車で ある｡ 県内の 多く の 曳山が
明治以降, 道路事情がよく なるに つ れて , 内
車から外車に替わ っ て い るが, 岩瀬で は古い
伝統が守られ て い る｡
3.7 祭り当 日の曳山の飾り
曳山には心柱を入れ , ク レ ー ン車等を使 っ
て たてもんを曳山の上 に載せる｡ 欄干 の四 隅
にぼんぼりを付け, シナ台の 下 の 四隅には提
灯 をつ ける ｡ 格子 の周りには幕が垂 られ る｡
4 . 漆塗の作美工程
4.1 曳山の解体
曳山の解体は浦町で行われ , 全て の飾り金
具がはずされ て本学の 工芸演習室 に運 び込ま
れた｡ 高欄部分6)は四 隅の 宝珠柱(宝珠と 一 体
とな っ た柱) 4本, 前後左右4組の蕨手組み
物 (蕨手 1本, 平桁1本, 斗束2本と地覆1
本よりなる組み物) と左右の 2組の 高欄組み
物 (架木1本, 平桁1本, 地覆1本, 斗束4
本よりなる組み物) の10部材に, シナ台部分
の 6段は全て解体され, 各段 はさらに前後左
右 の 4本に解体され , 全部で24本 の部材に解
79
休されて いた ｡ 仕上が
.
りを良くするために 4
組の蕨手組み物と左右2組の高欄部分はさら
に, 蕨手4本(前2本, 後2本), 架木 2本(左
右2本), 平桁6本 (前後4本, 左右2本),
地覆6本(前後4本, 左右 2本) 斗束16本(前
後8本, 左右8本) の各部材に解体された｡
宝珠柱に付かな い斗束8本はさらに平桁に隠
れた部分で上下二 つ に解体し16本 とした｡ し
たが っ て , 高欄部分全体で46部材に解体 した｡
図 2に高欄部分の名称を記す｡ シ ナ台4段目
の彫刻欄間及びその裏板もはず した｡
4.2 各部分の状態
高欄部分はサ フ ェ - サ ー 下地で あり, 剥が
した漆塗膜には朱色が下地塗りを挟んで 二段
に塗られて おり, 下層の 朱は昭和46年, 上層
の部分は昭和52年の修理によるもの と思われ
る｡ シ ナ台1, 2 , 3, 4段は本整地下地で
布着せで あっ た｡ シ ナ台4段 目の塗装表面は
殆 ど傷んでな いた め, 剥がさな い でそ のまま
生か した｡ 高欄部分, 1 , 2 , 3, 4, 5,
6段 目, 及び4段 目の 彫刻部分 の裏板 の塗り
部分は傷みがあり , 全て剥 がし塗り直した｡
彫刻部分には破損 した部分もあり, 補修する
こ とに した｡
図2 高欄部分の名称
蕨手 (わ らびて)
宝珠
宝珠柾
架木 (は こぎ)
斗束 (とつ か)
平桁 (ひ らげた)
地覆 (じふ く)
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4,3 各部分の漆塗り作業と仕上 げ
高欄部分 の下地は蒔地技法7), 塗り立て技
法8)で仕上げた ｡ シナ台の 1 , 2 , 3 , 5 , 6
段は, 麻布を貼 っ て蒔地を施 し, 4段目の彫
刻部分の裏板は本聖地技法8)で行い , 1から5
段まで は塗り立て技法で仕上げた ｡ ただ し,
3段目
_
i5段目は黒呂色で , そ の他は全て朱
色と し, 元 どうり の彩色に仕上げた｡ また,
6段目は金箔を散らし溜塗り9)とした ｡塗り面
積は高欄部分8.28Ⅰば, シナ台部分は14. 8m
9
で
あ っ た｡ 彫刻部分破損の補修は井波 の彫刻士
畠山勲氏に依頼 した｡ 補修した禾ゐ新しい部
分ともとの彫刻とで色調の差が際だ っ たので ,
新しく高岡の彫刻塗り の技法10)で漆塗 した｡
5 . 使用材料
漆は下地生漆, 黒呂色漆, 朱合漆, 生正味
漆, 箔下漆を使用した ｡ 顔料には洗朱赤口 ,
カ ドミウム レ ッ ド赤口 , 緑はレ ー キ顔料を使
用｡ 下地 には輪島地粉の こ 辺地 , 三辺地, ま
た, 山科砥粉を使用した｡ 布は麻布#40と#
80を使用した｡
6 . 作美期間 ･ 場所
作業期間は平成11年7月 5日から同年9月
7日かけて 工芸演習室162と163室を使用 して
行われた｡ そ の作業風景を写真1, 2に示す｡
写真 1 高槻部分の解体作業
写真2 漆塗り作業
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今回, 内島正雄氏から技術相談が本学に申
し込まれた ｡ 漆の大がかりな塗り作業は初め
て の ことで あり , 塗り上がりがどうなるかは
最後まで心配 であっ た ｡ 横山幸文教授には
数々 の ご助言を, また, 斎藤晴之講師と織田
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して頂いた｡ 夏期休暇中の こ とで もあり松本
州右, 千葉功, 式庄暁子 , 藤田亜由美の専攻
科生 にも手伝 っ て頂い た｡ 身近で , 段取り良
く刷毛さばき の鮮やかな伝統工芸士の技を充
分に勉強させて頂い た｡ こ の経験は本学にと っ
ても貴重な体験であ っ た｡ 平成12年5月17,
18日の御祭礼には平成大修繕の行灯を掲げて
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写真3 お祭り当日の 風景
(平成大修繕の 行灯が掲げられて い る)
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あとがき
漆塗りは表面加飾で ある の で , 出来上がる 思い , 著者の 1人 , 蟻川 が担当 した｡ また ､
と大事な下地 の仕事は見えなく なる ｡ そ こで , 浦町曳山車世話人代表日合 一 郎氏より ､ 本修
記録と して遺 して置く こ とは 意義ある こ とと 理 を担当 した､ 内島氏と林は感謝状を戴い た｡
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T heRestor ation of O rieTLtal La cqu er of A Fe stival Car o wn ed
by meIIigashi lwa seSection of Toya m aCity
A kir aNI N AGA W AandSato ruH A Y A S HI
(Rec eivedJun e15,2000)
A BST R AC T
T he re sto r a也on of orie ntal 1a cqu er of afestivalc ar o wned by the Higashi lw a se s ection of
Toy an a city w as c arried o ut. T he Makij skill(a shita3i wi thjin oko sprinkled on painted
oriental la cqu e r) w a sus ed on Ko u r anpart(part of up perhandrail). T h
e
e Ho n･ Katajis,kill
w a s u s ed on Shina d ai(De c oratio nfou ndatio n u nderthe Ko ur an). Nuritate skill(Gnal
c o ating) w a s u s ed on thebothparts.
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Re sto r a也on of orie ntal 1a cqu er, Festivalc ar
